
　帯広市では、人口の増加や都市化の進展に伴い、学校や市営住宅、文化･スポーツ施
設のほか、道路、公園、上下水道など、これまで多くの公共施設等を整備してきました。
　今後、これらの施設の更新や大規模改修などが必要となる時期を迎え、本市の財政
運営に大きな負担となることが懸念されるほか、人口の減少や少子高齢化の進行など
により、市民ニーズの変化も予想されます。
　こうしたことから、公共施設等の現状や課題について、議会や市民の皆さんと情報
を共有し、共通認識に立った上で、今後の公共施設等のあり方を考える資料とするため、
公共施設白書を作成しました。

【概要版】

わたしたちと一緒に

公共施設等の現状を

見てみよう



1 公共施設等の現状
公共施設等ってなに？

公共施設等はどれぐらいあるの？ 延床面積の合計は
とかちプラザの約53
棟分になるんだよ



公共施設の老朽化はどのくらい進んでいるの？

これから公共施設等の更新にどれだけかかるの？

大規模改修が必要な施設が

こんなにあるんだね

今ある公共施設等をこのまま維持

するためには、これまでの約２倍の

お金が必要になるんだね



2 地区別の状況
公共施設を地区別に比較するとどうなるの？

地区によって 施設の古さや
面積に差があるんだね

各地区の概要各地区の概要



施設の利用状況はどうなっているの？

部屋や時間帯によっては混むって聞いたけど

空いてる時もあるんだね　上手に活用できないのかなぁ

余裕教室の割合は

地区によって差があるんだね



3 人口や財政の状況
将来の人口はどうなるの？

財政（お財布）はどうなっているの？

人口が減って

人口構成も変わるのに

今の施設のままで

いいのかな？

施設の更新にお金がかかる

みたいだけど、心配だね



4 今後の課題

今後はどのようなことを考えていく必要があるの？

自分たちが暮らすまちにとって

大切なことだから

みんなで一緒に考えよう！

◎　今後（公共施設マネジメント）の取り組み



帯広市の市章は、両側に北海道の「北」の
字と、オビヒロの「ヒ」の字をかねて表し、
下に「ロ」を、中央には十勝の中心都市と
して飛躍を続ける帯広市を表徴して「オ」
の字を図案化したものです。昭和８年の
市制施行とともに市章となりました。

　この概要版は、別に作成している本編をわかりやすく要約したものです。公共施設白書は本編のほか、施設ごとの個票
（施設シート）も作成しており、これらの資料はホームページ（http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/）に掲載しています。
また、本編及び概要版については、コミセンや図書館など市内の主な公共施設でも閲覧することができます。
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